
中間前金払と部分払の選択について

○中間前金払と部分払との違い

中間前金払 部分払

請 求 時 の
出来高検査

不要
（書類審査で可）

必要
（出来高検査を実施し金額を算定）

支 払 条 件

（当初40％の前払金を請求した後）
①工期の２分の１を経過していること。
②工程表により工期の２分の１を経過す
るまでに実施すべき作業が行われてい
ること。

③工事の進捗出来高が請負代金額の２分
の１以上に達していること。

（第１回請求時）
請負代金額に対する出来高の割合が
３０％以上（前払金の支出を受けて
いる場合は、４０％以上）であるこ
と。

<参考>
～中間前払金を請求する場合の手続の流れ～

請負契約締結時
受注者 ⇒ 契約担当者（地域連携部等。以下同じ。）

・中間前金払と部分払の選択に係る届出書
※「(1)中間前金払」を選択します。

認 定 請 求
受注者 ⇒ 契約担当者

・中間前金払に係る認定請求書
・工事履行報告書（工事請負契約書第１１条）

※ 出来高検査は行いません。

契約担当者 ⇒ 受注者
・認定調書

受注者 ⇒ 保証事業会社
・申込書（認定調書の写し添付）

※ 詳しくは、保証事業会社にお問い合わせください。

中間前払⾦の請求
受注者 ⇒ 契約担当者

・前払金請求書
・中間前払金に関する保証証書（保証事業会社が発行した
もの：原本）

認 定

中間前払⾦保証⼿続


